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ぱれっとは来年 40 周年をむかえま

す。その先の10年（50周年）を見据

えどういった方向で事業展開してい

くか、今年 1 年をかけて理事・ボラ

ンティアや当事者・父母も交え勉強

会を開き、当事者のニーズに即した

ビジョンを描いていきます。 

 ～ ぱれっと勉強会スタート！ 

ステークホルダーと共に考える！ 

～ 

10年後のぱれっとの 

ビジョンを描く② 

10月 22日（土）、スタッフ全員参加の令和

4 年度第 2 四半期理事会があり、午後から理

事・ぱれっと親の会・スタッフ合同の勉強

会を 3 年ぶりに開催しました。総勢 29 名で

「自立」をテーマにしたグループワークを

中心に、障がいのある彼らの「自分らしい

自立」を目指すには何が必要か、生きづら

さや親離れ子離れも含め彼らの生き方の未

来像とぱれっとのビジョンを重ね合わせな

がら 10 年後を見据えぱれっとが何を目指す

のか、ステークホルダーの方たちと共に方

向性を定めていきます。 

 

●「選択肢を増やす」という発想 

40 年間の歩みを振り返った時、ぱれっと

が大事にしてきたものとして、知的に障が

いのある彼らを中心に、本人たちの意見を

尊重しながら彼らが主役となり、親や支援

者だけで抱え込まない、社会に委ねる姿勢

が常に事業の柱にありました。 

彼らにとって生活の身近なものとして

「余暇」をテーマに取り上げ「たまり場ぱ

れっと」を立ち上げたのが 1983 年です。勉

強会前半に全体ワークを行ない、ぱれっと

創設者の谷口奈保子氏からたまり場ぱれっ

との開設から 6セクションの立ち上げまでの

変遷をたどりながら、ぱれっとの原点は何

処にあったのか、ステークホルダーの方た

ちとともにぱれっとの理念を共有する時間

を取りました。 

各セクションの歴史には、その時代ごとの

当事者のニーズもさることながら、「世の中

おかしい」と思えることや、「こうあったら

彼らが豊かに生きられる」といった思いがセ

クションの立ち上げにつながっています。彼

らにとっての選択肢を増やしていくことがぱ

れっとのミッションの一つでした。 

 

●歴史を作り上げてきた人たちの話し 

このコロナ禍でぱれっと関係者一同が顔

を合わせて話し合う機会が中々持てず、創

設者の話を聞く機会も今となっては殆どあ

りません。みなさんにとって、ぱれっとの

ルーツを知ることで、いかに「福祉の発

想」が時代の先を行っていたかが理解でき

ます。現場スタッフ（理事長・事務局長除

く）の職歴平均は約 3年半です。しぶや・ぱ

れっとホーム（2016 年）ができてから入職

したスタッフが殆どですから、ぱれっとの

歴史の１ページも経験していない中で、時

代の流れや変化を肌で感じてきた我々歴史

を知る人間からすると、今後のぱれっとの

在り方を同じ土俵で語ることは難しいと感

じています。 

創設者の立ち上げのきっかけや事業展

開、その時代を共にしたスタッフや親・ボ

ランティアの人たち、海外を含めた人種を

超えてのつながりなど、40 年の事業歴史だ

けではなく創始者の紆余曲折に耳を傾ける

ことは、新しい時代を担う若いスタッフや

親 ③ 
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 親にとって極めて貴重な話となります。今

では谷口氏の講演会はなくなりましたが、

その当時は入職したスタッフは積極的に講

演を聞きに行くようにしていました。 

 

●勉強会のテーマ「自立」 

 福祉制度や法律・サービスなど昔に比べ

かなり変わってきています。グループホー

ム（ＧＨ）が少ない時代は、親亡き後をど

うするかが主眼となり、ＧＨを要望する運

動が活発でした。今は制度も拡充し、親亡

き後の暮らしの面での心配は少なくなって

きているように感じます。ＧＨ自体が選べ

る時代にもなり、慌てて将来の生活に不安

を抱えることもなくなってきました。 

しかし、暮らしの選択肢がＧＨだけにな

っていないか、親の意向で本人がＧＨしか

選べない状況になっていないか、本人が望

む生き方が選べるような「自立の在り方」

を考える目的で勉強会のテーマを「自立」

としました。親子関係については昔から、

親離れ子離れができていないと言われてい

ます。本人の自立を妨げているのは、もし

かしたら親自身の意識の在り方かもしれま

せん。自立の在り方を考えるプロセスを踏

むことで、その人の生き方にどう向き合う

かが親も含めて問われています。 

 

●自分らしく生きるために 

勉強会の後半は 7 名ずつ 4 つの島を作り

グループワークを行ないました。前半で

は、まず障がいのあるなしに関わらず私た

ちがどのように自立してきたか、成長する

にしたがい意識変化の中でどういったアイ

デンティティの確立があったのかを思い返

しました。親元を離れたとき精神的自立が

あり、就職し家庭を築いた時に経済的社会

的自立に達したという話しを聞きました。

後半は、障がいのある彼らの成長に伴った

自立意識の変化について、子育ての中から

親目線での意見をいただき、幼少期から就

労までの生活の変化から本人なりの自立が

あったと、新たな気付きがありました。 

本人の意思の汲み取り方は人によって

様々で、如何に本人が楽しく過ごせている

か、「幸せ満足度」という事ではありませ

んが、感情を汲み取りながら経験値を上げ

ていき自己実現を目指すところに本来の自

立があるという意見がありました。一人で

自立するには乗り越えるものが多く、周り

からのサポートを受けながら本人を中心と

したチームづくり、その人に興味関心があ

る人が周りにいることでの安心感が自分ら

しく生きることへつながっていくのではな

いかという、新たな社会変革の基となる親

の立場からの強い思いが感じられました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

●親の会から参加者の感想 

 はじめに、谷口さんからぱれっとのこれ

までの経過についてお話いただき、改めて

ぱれっとについて振り返るよい機会となり

ました。今回の勉強会では「自立」につい

て、理事・職員・親とで話し合いができ大

変有意義な時間となりました。印象に残っ

たことは、これまで制度の枠に当てはめよ

うとしていなかったかという反省と、制度

の枠の外側にあるコミュニティや地域の受

け皿があるのではということ、そしてそれ

が地域で自分らしく生きていくということ

に繋がるのでは、ということです。また、

本人の意思決定が大切であり、その為の意

思決定支援が重要であると改めて再認識し

ました。この先ぱれっとが目指すものに親

として微力ながら協力していきたいと思っ

ています。そして、障がいのある人にとっ

てグループホームだけではない新たな暮ら

し方が拓けるのではと期待しています。 

ぱれっと親の会 田代真紀子 

④ 
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 るべき姿を模索する過程に在籍する娘自身

にも、自分の10年後を思い描いて欲しく、

双方の発展と成長がどこかでリンクする素

敵なアイデアがないものかと思案しており

ます。 

ぱれっと親の会 福冨京子 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

●つなげよう未来に 

谷口氏のお話しの中での印象的な言葉で

す。「人間関係・人間性の豊かさは人との

つながりから生まれる。それがぱれっとで

大事にしてきたもの」「障がいのある人た

ちの多様な働き方や暮らし方を考えた時

に、一人ひとりが尊重される社会がその人

の自立につながる」「独りよがりではな

く、色々な人の豊かな発想に触れ多様な分

野の人の知恵を借り支えてもらうことでこ

の40年間のぱれっとの歩みがあるのです」 

福祉制度が進み制度に委ねることが多く

なりました。しかしその陰で制度に縛られ

ることにより豊かな発想が生まれにくくも

なっていきています。 

スタッフは日々楽しく仕事ができている

か、谷口氏からの問いかけがありました。

豊かな人間関係がなければ仕事は辛くなる

ばかりです。インターネットやスマートフ

ォンが普及する世の中において直接人と話

をすることが如何に大事か、問われている

ように感じました。 

みなさんの感想を読むにつれ、ぱれっと

の未来に期待されていること、共に時間を

共有していることに希望に満ち溢れている

ことが伝わってきます。ぱれっとの理念が

彼らや親に大きな変化をもたらしてきてい

ることに気づきがあったことが今回の勉強

会の大きな収穫です。 

次回は、本人を取り巻く自立の在り方に

ついて深堀し、共に10年後の未来像を描き

たいと考えています。理事長 相馬 宏昭 

はじめに谷口さんからぱれっとをつくる

ことになった経緯、思いなど直接うかがい

とても心を動かされました。ネットや書籍

からでは感じることのできない熱量のよう

なものが伝わったからかもしれません。そ

の後のグループワークではそれぞれの視点

から「自立」について考えました。集まっ

たメンバーは年齢、職業、環境など様々で

す。共通しているのは、「障がいのあるも

の」に関わっている、または関心があって

「よりよい生活を実現するにはどうしたら

いいか」考えているということ。関わる施

設での様子から、我が子の生活ぶりから感

じること、ちょっと客観的な立場の視点か

ら…それこそ多様な視点で「自立」につい

て考えました。制度的に整えなければいけ

ない 問題、障がいのある人本人の意識をど

うつくって支えていくか課題はあるかと思

います。でも、いつも真ん中に障がいのあ

るものを置き尊重し考えあうこのような場

があることに未来を感じます。 

ぱれっと親の会 向井直子 

 

「本人の望む選択肢」「自由な発想」「意思

決定」。学生時代には娘の足りないスキルを

補うべく訓練を重ねさせ、人に迷惑をかけ

ず、級友から疎んじられぬよう、「できる

事」より「出来ない事」をリストアップし

てはクリアさせる事に注力してきた私には

とても参考になる勉強会でした。娘に自分

で考えさせる前に親の思惑へ誘導していた

のではないか、「やってみなければ分からな

いじゃない。」谷口さんが心からそう信じて

発する言葉に、これまでの自分の決めつけ

を反省しました。見学した複数の事業所の

中から娘自身がおかし屋ぱれっとへの就労

を希望し、日を追うごとに自信を持って働

き、自己肯定感を持てた事は、家族の最大

の驚きと喜びです。ぱれっとが 10 年後のあ

⑤ 


